
    

 
 

 

人権プラザ特別展「被災地の子どもたち」① 
 

特別展「被災地の子どもたち 作文と 

記録から見る震災と人権」をみてきまし 

た。子どもたちにとって被災体験の酷さ 

を痛感するとともに、それでも明日に向 

かっている姿に胸を打たれます。 

 しかし、多くの日本人が、真に現実を 

受け止めているのかどうか疑問が大きく 

なりました。他人事にしていないだろう 

か…、という疑問です。この震災は、目 

の前で人が倒れているのと同じ状況です。 

目の前で人が倒れているのに、見て見ぬ 

ふりをしていないだろうか…。 

               （↓別件のチラシです。） 
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